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１．地域年金展開事業の概要（1/2）

地域年金展開事業
年金制度の周知、理解、支援のネットワークの構築

①地域連携事業（自治体、企業、関係機関等での説明会
実施やHP掲載、チラシ設置の依頼）

②年金セミナー事業（学校での年金セミナー実施）
③地域相談事業（自治体、関係機関、商業施設、イベン

ト会場等での出張年金相談）
④年金委員活動支援事業（情報の提供、研修会の実施）
⑤地域年金事業運営調整会議の開催

・市区役所、町村役場
・教育庁、教育委員会
・民生委員
・自治会
・社会福祉施設、公共施設
・商業施設 等

自治体等
・都道府県社会保険労務士会
・全国健康保険協会都道府県支部
・都道府県社会保険委員会連合会
・(財)都道府県社会保険協会
・商工会、商工会議所 等

関係団体
・地方厚生(支)局
・都道府県労働局
・ハローワーク

等

厚生労働省

関係機関

支援

年金委員

職域型 地域型

支援・拡大

連
携

協
力

年金制度の周知
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地域年金展開事業の主な取組
◆公的年金制度の普及・啓発や国民年金保険料収納の向上等のため、関係機関との連携協力のもと『年金制度
説明会』や『年金セミナー』、『出張年金相談』等を実施します。

◆また、日本年金機構が取り組む公的年金制度の普及・啓発活動について、都道府県ごとに関係者や有識者か
らなる『地域年金事業運営調整会議』を開催し、事業推進の意見や助言を伺います。

年金委員を対象とした研修会の開催や、各種冊子・チラシ等、活動に役立つ情報を提供。年金委員
活動支援事業

公的年金制度の普及・啓発等についての検討や年金事務所が行う事業への意見・助言を行うた
め、学識経験者や関係機関等を委員として都道府県単位に設置。

地域年金事業
運営調整会議

職員が自治体や民間企業、関係機関、関係団体等に出向き、事務担当者や従業員・所属員・加
入員向けの年金制度説明会を実施。
市区役所・町村役場の広報誌や行事等を通じ年金制度や日本年金機構が行う事業の周知、ポス
ター・チラシの掲示や設置、配付の依頼等。

地域連携事業

職員が、大学や短大、専門学校、高校等に出向き、学生・生徒向けの年金セミナーを実施。
大学での年金相談や学生納付特例制度の申請窓口の開設や、パンフレットの掲示や設置、配付
の依頼等。

年金セミナー事
業

年金事務所から遠方の地域住民や利便性などのニーズに応えるため、市区役所・町村役場や大
規模商業施設、イベント会場等で、出張年金相談や免除申請窓口を開設。地域相談事業

１．地域年金展開事業の概要（2/2）
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２．令和３年度の事業取組状況

各事業の取組計画及び取組結果（R３年４月～R３年９月）

事業名 事業計画及び実施した事項 実施できなかった原因
課題・次年度に

向けた改善点

地域連携事業

松山東（１/３）

自治体、関係機関、関係団体等との連携を強化し、年金制度の周知活動を実施

する。また、若者に対する年金制度の理解及び知識の向上を目的とした説明会等を
開催する。

（新型コロナウィルス感染防止対策として、実施できる事業は環境整備を行い、非
対面式（オンライン開催、文書開催等）での実施を進める。）

①ハローワークにおける国民年金制度説明会の実施（毎週月曜日）

ハローワークの雇用保険受給者説明会において、離職後の国民年金の加入及び免除申

請手続きの説明と届書等の受理を行う。

令和3年4月～令和3年9月についても、新型コロナウィルスの影響で雇用保険受給者説明

会自体が開催されていないため、国民年金制度説明会は実施できなかった。

ハローワーク窓口職員より離職者へ国民年金保険料免除、口座振替案内リーフレットを

手渡し説明を実施している。

（令和3年7月28日、ハローワーク松山へ臨場。国民年金の手続きに関する説明用動画

（DVD）を手渡し、上映について協力依頼を実施した。）

②市町広報誌等による年金制度の周知啓発

松山市（６月・１１月・１月・３月）、東温市（毎月）、久万高原町（毎月）の広報誌への記事

掲載を依頼する。

・松山市広報誌「広報まつやま」へ記事掲載。

令和3年 6月15日号 国民年金保険料の免除・猶予制度

・東温市広報誌「広報とうおん」、久万高原町広報誌「広報久万高原町」へ記事掲載。（毎

月）

新型コロナウィルス

の影響
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２．令和３年度の事業取組状況

各事業の取組計画及び取組結果（R３年４月～R３年９月）

事業名 事業計画及び実施した事項 実施できなかった原因
課題・次年度に

向けた改善点

地域連携事業

松山東（２/３）

③教育機関との連携による年金制度の周知

松山大学大学祭・愛媛大学学生祭において、学生・来場者に対し、年金制度を周知する。

・愛媛大学学生祭の実行委員会あてにメールを送付し参加の依頼をした。

令和3年11月13日実施（参加）予定。

・松山大学大学祭は開催されるが外部団体参加不可を確認。

④矯正施設等における年金制度説明会の実施

・令和3年6月30日 3名

松山刑務所において、高齢者向けの年金制度説明会を実施した。（対面方式）

・令和3年8月17日 2名

松山学園において、国民年金制度の説明会を実施した。（対面方式）

新型コロナウィル

スの影響
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各事業の取組計画及び取組結果（R３年４月～R３年９月）

２．令和３年度の事業取組状況

事業名 事業計画及び実施した事項 実施できなかった原因
課題・次年度に

向けた改善点

地域連携事業

松山東（３/３）

⑤関係機関等へ制度改正等に関する周知・啓発活動を、積極的に実施する。

新規適用事業所説明会において、年金制度説明会を実施する。（隔月）

新型コロナウィルスの影響により令和2年度に引き続き実施できなかった。

・令和3年5月7日 21社 ・7月7日 36社 ・7月20日 15社 ・9月27日 35社

新規適用届出のあった事業所に対してはパンフレット等を送付し年金制度の周知を行っ

ている。

算定基礎届事務講習会を開催し出席事業所に対し、従業員への周知を依頼する。

新型コロナウィルスの影響により令和2年度に引き続き、本部より開催禁止の指示あり、

実施できなかった。

日本年金機構HPに算定基礎届の記入方法についての説明資料、説明動画を掲載し周

知を行った。

その他

・令和3年5月17日、愛媛県社会保険労務士会中予支部の研修会に参加し、社会保険労

務士の皆さん（リモート参加を含む約110名）に対して「算定基礎届の留意点、押印廃止、

社会保険適用拡大等」について周知、説明を実施した。（対面、非対面方式）

・令和3年6月8日、21日、愛媛社会保険協会主催の社会保険事務講習会に参加し、協会

会員（各52名）に対して「社会保険の事務手続き」について周知、説明を実施した。（対

面方式）

・令和3年6月21日、松山税務署における新設法人説明会（松山法人会主催）の出席事業

所（リモート参加を含む49社）に対して「社会保険の事務手続き」について、周知、説明

を実施した。（対面、非対面方式）

新型コロナウィルス

の影響

新型コロナウィルス

の影響

非対面方式（オンラ

イン開催）の環境整

備

非対面方式（オンラ

イン開催）の環境整

備
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２．令和３年度の事業取組状況

各事業の取組計画及び取組結果（R３年４月～R３年９月）

事業名 事業計画及び実施した事項 実施できなかった原因
課題・次年度に

向けた改善点

地域連携事業

松山西（１/２）

自治体、関係機関、関係団体等との連携を強化し、年金制度の周知活動を実施

する。また、若者に対する年金制度の理解及び知識の向上を目的とした説明会等を
開催する。

（新型コロナウィルス感染防止対策として、実施できる事業は環境整備を行い、非
対面式（オンライン開催、文書開催等）での実施を進める。）

①ハローワークにおける国民年金制度説明会の実施
大洲ハローワークでの雇用保険受給説明会において、離職後の国民年金の加入及び免

除申請手続きの説明と届書等の受理を行う。

令和3年4月～令和3年9月についても新型コロナウイルスの影響により、雇用保険受給

説明会自体が開催されていないため、国民年金の制度説明会は実施できなかった。

ハローワーク窓口職員より離職者へ国民年金保険料免除、口座振替案内リーフレットを

手渡し説明を実施している。

（令和3年8月5日、ハローワーク大洲へ臨場。国民年金の手続きに関する説明用動画

（DVD）を手渡し、上映について協力依頼を実施した。）

②市町広報誌等による年金制度の周知啓発
市町村向け情報誌「かけはし」の提供により、市町広報誌への記事掲載を依頼する。

大洲市広報誌「広報おおず」、内子町広報誌「広報うちこ」松前町広報誌「広報まさき」砥

部町広報誌「広報とべ」伊予市広報誌「広報いよ」へ記事掲載。（毎月）

③教育機関との連携による年金制度の周知
大学祭等において、学生・来場者に対し、年金制度の周知を行う。

新型コロナウイルスの影響により、大学祭等が開催されない予定。

新型コロナウィルス

の影響
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各事業の取組計画及び取組結果（R３年４月～R３年９月）

２．令和３年度の事業取組状況

事業名 事業計画及び実施した事項 実施できなかった原因
課題・次年度に

向けた改善点

地域連携事業

松山西（２/２）

④関係機関との協力によるチラシ・パンフレットの設置並びに地域住民等への配布

チラシやパンフレットの設置・協力依頼は実施できなかった。

⑤年金制度説明会の実施
新規適用説明会において年金制度説明を実施する。

新型コロナウィルスの影響により令和2年度に引き続き実施できなかった。

・令和3年4月 13社 ・5月 33社 ・6月 18社 ・7月 5社 ・8月 27社 ・9月 24社

新規適用届出のあった事業所に対してはパンフレット等を送付し年金制度の周知を行って

いる。

市町村国民年金担当者研修会を実施する。

集合研修は実施できなかった。

・令和3年8月27日

内子町を訪問し、新担当者に対して研修を実施した。

⑥業所内における、従業員への年金制度説明会の実施。

新型コロナウィルスの影響により令和2年度に引き続き実施できなかった。

新型コロナウイルス

の影響

新型コロナウイルス

の影響

新型コロナウイルス

の影響

非対面方式（オ

ンライン開催）の

環境整備

非対面方式（オ

ンライン開催）の

環境整備

非対面方式（オ

ンライン開催）の

環境整備
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２．令和３年度の事業取組状況

各事業の取組計画及び取組結果（R３年４月～R３年９月）

事業名 事業計画及び実施した事項 実施できなかった原因
課題・次年度に

向けた改善点

地域連携事業

新居浜（１/２）

自治体、関係機関、関係団体等との連携を強化し、年金制度の周知活動を実施

する。また、若者に対する年金制度の理解及び知識の向上を目的とした説明会等を
開催する。

（新型コロナウィルス感染防止対策として、実施できる事業は環境整備を行い、非
対面式（オンライン開催、文書開催等）での実施を進める。）

①ハローワーク雇用保険受給者説明会の実施
新居浜公共職業安定所において、毎週水曜日に開催される説明会において、国民年金

制度説明及び免除申請書等の受付窓口を開設。

令和3年4月～令和3年9月について、依然新型コロナウイルスの影響は続き、雇用保険受

給者説明会においては人数を制限しての開催となっていたため、年金制度説明は実施で

きなかった。

ハローワーク窓口職員より離職者へ国民年金保険料保険料免除、口座振替案内リーフ

レットを手渡し説明を実施している。

②市町村広報誌等による年金制度の周知啓発
新居浜市、西条市、四国中央市の広報誌への記事掲載依頼。

新居浜市広報誌「市政だより新居浜」、西条市広報誌「広報さいじょう」、四国中央市広報

誌「広報四国中央」へ年金関係の記事を掲載。（毎月）

新型コロナウイルス

の影響
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事業名 事業計画及び実施した事項 実施できなかった原因
課題・次年度に

向けた改善点

地域連携事業

新居浜（２/２）

③関係機関との協力によるチラシ・パンフレットの設置並びに地域住民等への配布

・令和3年8月3日 551名に送付
職域型年金委員へ、「ねんきんネット」利用促進にかかるお願いとしてリーフレットを送付し、

職場内での回覧や社内報への掲載及びアクセスキー発行について協力依頼をした。

④年金制度説明会の実施

・令和3年5月27日 58名出席 ・6月14日 44名出席

愛媛社会保険協会主催の社会保険事務講習会に参加し、協会員に対して「社会保険の

事務手続き」について周知、説明を実施した。（対面方式）

２．令和３年度の事業取組状況

各事業の取組計画及び取組結果（R３年４月～R３年９月）
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２．令和３年度の事業取組状況

各事業の取組計画及び取組結果（R３年４月～R３年９月）

事業名 事業計画及び実施した事項 実施できなかった原因
課題・次年度に

向けた改善点

地域連携事業

今 治（１/２）

自治体、関係機関、関係団体等との連携を強化し、年金制度の周知活動を実施

する。また、若者に対する年金制度の理解及び知識の向上を目的とした説明会等を
開催する。
（新型コロナウィルス感染防止対策として、実施できる事業は環境整備を行い、非
対面式（オンライン開催、文書開催等）での実施を進める。）

①ハローワーク雇用保険受給者説明会の実施（毎週水曜日）
ハローワークの雇用保険受給者説明会において、離職後の国民年金の加入及び免除

申請手続きの説明と届書等の受理を行う。

令和3年4月～令和3年9月については、新型コロナウイルスの影響で雇用保険受給者

説明会が開催されなかったため、国民年金制度の説明、届書等の受理が実施できなかっ

た。

令和3年6月10日、今治公共職業安定所を訪問。雇用保険説明会等実施での国民年金の

手続きに係る説明動画（ＤＶＤ）の放映について協力依頼を行った。

②市町広報誌等による年金制度の周知啓発
今治市（毎月発刊）、上島町（毎月発刊）の広報誌への記事掲載を依頼する。

・今治市広報誌「広報いまばり」へ記事掲載。

令和3年8月号 国民年金保険料免除等の申請について

・上島町広報誌「広報かみじま」へ記事掲載。

令和3年4月号 国民年金保険料学生納付特例制度

令和3年4月号 ～新成人のみなさんへ２０歳になったら国民年金

令和3年6月号 国民年金保険料は納付期限までに納めましょう

令和3年6月号 国民年金保険料免除等の申請について

新型コロナウイルス

感染症の影響
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事業名 事業計画及び実施した事項 実施できなかった原因
課題・次年度に

向けた改善点

地域連携事業

今 治（２/２）

③関係機関との協力によるチラシ・パンフレットの設置並びに地域住民への配付

今治公共職業安定所を訪問。職業安定所の来所者への、国民年金制度にかかる

チラシ等の配付について、協力依頼を行った。

④小中学生を対象にする「ねんきんポスター展」の開催
公的年金制度は、「世代と世代の支えあい」という基本理念を周知することを目的として、

小中学生を対象に「ねんきんポスターコンクール」を実施し、応募作品について、「ねんき

ん ポスター展」を開催。

令和３年5月20日、今治市内の小学校、中学校及び中等教育学校に対し、「ねんきん

ポスターコンクール」の実施通知を送付。

応募があった作品については、11月の年金月間に合わせて、大規模商業施設に展示を

行う予定。

２．令和３年度の事業取組状況

各事業の取組計画及び取組結果（R３年４月～R３年９月）
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２．令和３年度の事業取組状況

各事業の取組計画及び取組結果（R３年４月～R３年９月）

事業名 事業計画及び実施した事項 実施できなかった原因
課題・次年度に

向けた改善点

地域連携事業

宇和島（１/２）

自治体、関係機関、関係団体等との連携を強化し、年金制度の周知活動を実施

する。また、若者に対する年金制度の理解及び知識の向上を目的とした説明会等
を開催する。
（新型コロナウィルス感染防止対策として、実施できる事業は環境整備を行い、非

対面式（オンライン開催、文書開催等）での実施を進める。）

①ハローワーク雇用保険受給者説明会での国民年金窓口の開設（毎週木曜日）

管内のハローワーク（１か所）にて毎週木曜日に国民年金の手続きを説明し届書等を

受付する。

令和3年4月～令和3年9月は、雇用保険受給者説明会自体が新型コロナウィルスの影響

で開催されていないため、実施できなかった。

ハローワーク窓口職員より離職者へ国民年金保険料免除、口座振替案内リーフレッを

手渡し説明を実施している。

（令和３年７月１３日、ハローワーク宇和島へ臨場し、国民年金関係届、口座振替申請書、

返信用封筒等を手渡し、届書勧奨の協力依頼を実施した。ハローワーク八幡浜について

は、電話連絡にて協力依頼をしたうえで資料を郵送した。）

②市町広報誌等による年金制度の周知啓発

・宇和島市、八幡浜市、西予市、伊方町、愛南町、松野町は毎月掲載されている。

・鬼北町は年2回掲載のため回数を増やしていただけるよう依頼した。

③関係機関との協力によるチラシ・パンフレットの設置並びに地域住民等への

配布を行う。

・令和3年7月28日、市町担当者研修会を宇和島年金事務所にて開催した。

新型コロナウィルス

の影響
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事業名 事業計画及び実施した事項 実施できなかった原因
課題・次年度に

向けた改善点

地域連携事業

宇和島（２/２）

④事業所、関係団体等と連携し、年金制度説明会開催のアプローチを積極的に
行う。
新規適用事業所説明会において、年金制度説明会を実施する。（隔月）

新型コロナウィルスの影響で、本部より開催禁止の指示あり、令和3年4月～令和3年9月

については実施できなかった。

・令和3年4月26日 14社 ・6月18日 10社 ・8月13日 17社

新規適用届出のあった事業所に対してはパンフレット等を送付し年金制度の周知を

行っている。

算定基礎届事務講習会を開催し出席事業所に対し、従業員への周知を依頼する。

新型コロナウィルスの影響で、本部より開催禁止の指示あり実施できなかった。

日本年金機構ホームページに算定基礎届の記入方法についての記事を掲載し周知を

行った。

令和3年6月4日、18日、パフィオうわじまにて愛媛県社会保険協会主催の社会保険事務

講習会に参加し、協会会員（各25名）に対して「社会保険の事務手続き」について周知、説

明を実施した。（対面方式）

新型コロナウィルス

の影響

新型コロナウィルス

の影響

非対面方式（オ

ンライン開催）の

環境整備

非対面方式（オ

ンライン開催）の

環境整備

２．令和３年度の事業取組状況

各事業の取組計画及び取組結果（R３年４月～R３年９月）
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２．令和３年度の事業取組状況

各事業の取組計画及び取組結果（R３年４月～R３年９月）

事業名 事業計画及び実施した事項 実施できなかった原因
課題・次年度に

向けた改善点

年金セミナー

事業

松山東（１/２）

学生に対する年金制度の理解及び知識を向上させるため、職員が大学・専門
学校・高校等に出向き、年金セミナーの実施や「わたしと年金」エッセイの募集に
関する周知活動を実施する。

（新型コロナウィルス感染防止対策として、環境整備を行い、非対面式（オンラ
インによる開催）でも実施できるよう取組を進める。）

①大学・専門学校・高校等において年金セミナーの実施

愛媛大学において、協会けんぽと共催で年金セミナーを実施する。

・今年度も、愛媛大学より外部講師の授業は禁止との連絡があり実施できなかった。

大学・専門学校、高等学校等へ開催に向けてのアプローチを実施し、年金セミナーを
実施する。対面式セミナー（集合型）に加え、非対面式セミナー（DVD動画視聴型）（オ
ンライン参加型）の実施方法を普及させる。

（対面式年金セミナーの場合、地域年金推進員等がセミナー講師を行う。）

（実施済学校一覧）（4校）

愛媛県立松山東高等学校

・令和3年5月25日 84名

学校法人松山ビジネスカレッジ

・令和3年6月21日 41名（松山歯科衛生士専門学校）

・令和3年6月23日 9名（クリエイティブ校）

・令和3年7月13日 12名（ビジネス校）

（令和3年10月以降実施予定の学校）（10校）

愛媛県立農業大学校、国立病院機構愛媛医療センター附属看護学校、四国医療技術

専門学校、愛媛大学附属高等学校、松山南高等学校、松山商業高等学校（昼間主）

（定時制）、松山工業高等学校、北条高等学校、新田高等学校

新型コロナウィルス

の影響

非対面方式（オンラ

イン開催）の環境整

備とDVD動画活用の

周知広報
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２．令和３年度の事業取組状況

各事業の取組計画及び取組結果（R３年４月～R３年９月）

事業名 事業計画及び実施した事項 実施できなかった原因
課題・次年度に

向けた改善点

年金セミナー

事業

松山東（２/２）

②年金セミナー実施やエッセイ募集に関する協力依頼

・令和3年5月31日

県記者クラブへ「わたしと年金」エッセイ募集について記事を提供した。

・令和3年6月1日

愛媛県教育委員会へ年金セミナー実施やエッセイ募集の協力を依頼した。

※令和3年6月、愛媛県教育委員会高校教育課より、愛媛県内高等学校74校に年金

セミナー実施の協力依頼文書とエッセイ募集のリーフレットを送付していただいた。

・令和3年6月2日

大学、専門学校4校（令和2年度年金セミナー実施校）へ「わたしと年金」エッセイ募集

の協力依頼文書とリーフレットを送付した。

●愛媛県高等学校校長会会長に対しての年金セミナー実施や エッセイ募集の協力

依頼については、県高等学校校長会会議が新型コロナウィルスの影響によりリモー

ト開催になっており、実施していない。

●毎年実施（令和２年度は新型コロナウィルスの影響により中止）している職員による

年金セミナー王決定選手権は、テレビ会議システム等を活用した非対面での開催を

検討中。

地区予選・・・令和3年12月～令和4年1月予定

本選・・・令和4年2月予定

令和３年度下半期に

年金セミナー実施の

協力依頼を実施予定。
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２．令和３年度の事業取組状況

各事業の取組計画及び取組結果（R３年４月～R３年９月）

事業名 事業計画及び実施した事項 実施できなかった原因
課題・次年度に

向けた改善点

年金セミナー

事業

松山西

学生に対する年金制度の理解及び知識を向上させるため、職員が大学・専門
学校・高校等に出向き、年金セミナーの実施や「わたしと年金」エッセイの募集に
関する周知活動を実施する。
（新型コロナウィルス感染防止対策として、環境整備を行い、非対面式（オンラ
インによる開催）でも実施できるよう取組を進める。）

①専門学校・高校等において年金セミナーの実施
厚生労働省が公表した「新しい生活様式」を実践するための対策を検討したうえで、高

校等へ開催に向けてのアプローチを実施し、年金セミナーを開催する。

（実施済学校） （0校）

（令和3年10月以降実施予定の学校） （8校）

伊予農業高校、内子高校、内子高校小田分校、大洲高校、大洲高校肱川分校、長浜

高校、提供第五高校、大洲農業高校

・令和3年7月12日、

管内高等学校に対して、令和3年度年金セミナー開催依頼文書を送付した。

現在、５校から開催OKの回答をいただいている。

②エッセイ募集のリーフレット・ポスターの送付
松山西管轄内の高校へエッセイ募集 のリーフレットの送付。

・令和3年6月15日

管内高等学校に対して、エッセイ募集の協力依頼文書を送付した。

依頼が年度後半に

集中するため

17



２．令和３年度の事業取組状況

各事業の取組計画及び取組結果（R３年４月～R３年９月）

事業名 事業計画及び実施した事項 実施できなかった原因
課題・次年度に

向けた改善点

年金セミナー

事業

新居浜（１/２）

学生に対する年金制度の理解及び知識を向上させるため、職員が大学・専門
学校・高校等に出向き、年金セミナーの実施や「わたしと年金」エッセイの募集に
関する周知活動を実施する。
（新型コロナウィルス感染防止対策として、環境整備を行い、非対面式（オンラ
インによる開催）でも実施できるよう取組を進める。）

厚生労働省が公表した「新しい生活様式」を実践するための対策を検討したう
えで、高校等へ開催に向けてのアプローチを実施し、年金セミナーを開催する。

①大学・専門学校・高校等において年金セミナーの実施

《高校・専門学校》

（実施済学校） （0校）

（令和3年10月以降実施予定の学校） （11校）

西条高等学校、西条高等学校（定時制）、西条農業高等学校、丹原高等学校、東予高

等学校、新居浜工業高等学校、新居浜西高等学校、三島高等学校、東予理容美容専

門学校、十全看護専門学校、新居浜商業高等学校

新型コロナウイルス

の影響でこれまで上

期で実施していた専

門学校２校が中止と

なった。

非対面方式（オンライ

ン開催）の環境整備と

ＤＶＤ動画活用の周知

広報
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事業名 事業計画及び実施した事項 実施できなかった原因
課題・次年度に

向けた改善点

年金セミナー

事業

新居浜（２/２）

《中学校》

新居浜管内教育委員会へ年金制度周知事業にかかる協力依頼の実施。

周知対象者を中学生まで拡大すべく、新居浜管内中学校の社会科等の授業で年金

セミナー用動画視聴の案内を各中学校に行う事とした。これを推進するにあたり、まず

新居浜市、西条市、四国中央市の各教育委員会に協力依頼を行った。後日、教育委

員会でセミナー用動画（ＤＶＤ）を視聴、検討いただく事となった。

・令和3年9月1日

西条市教育委員会訪問

・令和3年9月6日

新居浜市教育委員会訪問

・令和3年9月1日

四国中央市教育委員会に新型コロナウイルス感染予防のため、文書での依頼を要望

され送付。

②エッセイ募集のリーフレット、ポスターの送付

・令和3年6月18日

新居浜管内の学校（高等学校13校、専門学校5校）へエッセイ募集のリーフレット・
ポスターを送付し、募集協力依頼を行った。

２．令和３年度の事業取組状況

各事業の取組計画及び取組結果（R３年４月～R３年９月）
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２．令和３年度の事業取組状況

各事業の取組計画及び取組結果（R３年４月～R３年９月）

事業名 事業計画及び実施した事項 実施できなかった原因
課題・次年度に

向けた改善点

年金セミナー

事業

今治（１/２）

学生に対する年金制度の理解及び知識を向上させるため、職員が大学・専門
学校・高校等に出向き、年金セミナーの実施や「わたしと年金」エッセイの募集に
関する周知活動を実施する。
（新型コロナウィルス感染防止対策として、環境整備を行い、非対面式（オンラ
インによる開催）でも実施できるよう取組を進める。）

①大学・専門学校・高校等において年金セミナーの実施
人材育成の取組として、若手職員による講師対応。

（実施済学校一覧）（3校）

（非対面式）

学校法人加計学園 岡山理科大学 今治キャンパス 全学部全学年対象

・令和3年4月～5月 厚生労働省のyoutube視聴によるセミナーの実施

愛媛県立今治工業高等学校 3年生 172名

・令和3年5月～7月 年金セミナー用動画（ＤＶＤ）視聴によるセミナーの実施

国立波方海上技術短期大学校 2年生 85名

・令和3年7月29日 年金セミナー用動画（ＤＶＤ）視聴によるセミナーの実施

学校法人加計学園 岡山理科大学 今治キャンパス 1年生110名 2年生130名

・令和3年9月21日 施設を借用、ＷＥＢ会議ソフト「ＺＯＯＭ」でセミナーを実施

国立波方海上技術短期大学校 1年生 90名

・令和3年9月29日 年金セミナー用動画（ＤＶＤ）視聴によるセミナーの実施

（対面式）

学校法人加計学園 岡山理科大学 今治キャンパス 1年生100名 2年生100名

・令和3年9月21日 密回避のため、セミナー会場の定員の半数でセミナーを開催

非対面式（オンライ

ン開催）の環境整備と

セミナー用動画（ＤＶ

Ｄ）活用の周知広報
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２．令和３年度の事業取組状況

各事業の取組計画及び取組結果（R３年４月～R３年９月）

事業名 事業計画及び実施した事項 実施できなかった原因
課題・次年度に

向けた改善点

年金セミナー

事業

今治（２/２）

（令和3年10月以降実施予定の学校）（11校）

（非対面式）

今治明徳短期大学、弓削商船高等専門学校、今治北高等学校大三島分校、

今治北高等学校、今治明徳高等学校

（対面式）

今治看護専門学校、愛媛県立愛媛中央産業技術専門校、今治東中等教育学校、

今治南高等学校、今治西高等学校伯方分校、弓削高等学校

厚生労働省が公表した「新しい生活様式」を実践するための対策を検討したうえで、

大学、専門学校、高校へ年金セミナー開催に向けてのアプローチや年金セミナーの開

催を実施。

各々の学校の事情に対応できるよう、年金セミナー実施のアプローチ時に、対面式・

非対面式（オンライン・動画視聴）の選択肢を提供した。

年金セミナーの実施について、それぞれの学校から回答があった方法・時期に沿って、

年金セミナーを実施。

機構本部より提供された年金セミナー用動画（ＤＶＤ）については、大学・高校、・専門

学校に加え、中学校にも提供し視聴を依頼した。

令和４年度上半期に

新型コロナウイルスの

感染状況に応じた、年

金セミナーの実施依

頼を行う予定。
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２．令和３年度の事業取組状況

各事業の取組計画及び取組結果（R３年４月～R３年９月）

事業名 事業計画及び実施した事項 実施できなかった原因
課題・次年度に

向けた改善点

年金セミナー

事業

宇和島

学生に対する年金制度の理解及び知識を向上させるため、職員等が大学・専門学
校・高校等に出向き、年金セミナーの実施や「わたしと年金」エッセイの募集に関する
周知活動を実施する。
（新型コロナウィルス感染防止対策として、環境整備を行い、非対面式（オンライン

による開催）でも実施できるよう取組を進める。）

①短大・専門学校・高校等における年金セミナーの実施

高校については、地域年金推進員を活用した効果的なアプローチを行い、全ての高校で

実施する。

未実施の短大、専門学校については早めにアプローチを行い実施する。

（実施済学校） （0校）

（令和3年10月以降実施予定の学校） （13校）

八幡浜高等学校、川之石高等学校、三瓶高等学校、宇和高等学校三瓶分校、八幡浜

工業高等学校、宇和高等学校、野村高等学校、宇和島東高等学校、宇和島南中等教育

学校、宇和島水産高等学校、北宇和高等学校三間分校、北宇和高等学校、吉田高等学校

・令和3年6月18～30日

管内15高等学校について訪問による年金セミナー開催のアプローチ を行った。

例年、下半期において開催（令和２年度は全校DVD視聴をお願いした）していることから

開催方法と時期について主に教頭先生と面談した。３校については開催日決定したが、

開催方法については新型コロナウィルスの影響を考慮し、本年度もDVD視聴を中心とした

方向になる予定。

また、同時にエッセイ募集に関する協力を依頼した。

新型コロナウィル

スの影響

非対面方式（オン

ライン開催、文書

開催等）の環境整

備
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２．令和３年度の事業取組状況

各事業の取組計画及び取組結果（R３年４月～R３年９月）

事業名 事業計画及び実施した事項 実施できなかった原因
課題・次年度に

向けた改善点

地域相談事業

松山東

地域連携事業（年金制度説明会）と併せて、出張年金相談等を実施する。

（新型コロナウィルス感染防止対策として、実施できる事業は環境整備を行い、非
対面式（オンライン開催、文書開催等）での実施に向けての取組を進める。）

①市町における出張年金相談の実施

内子町商工会議所で出張年金相談所を開設する。（毎月）

《松山東年金事務所対応分》

・令和3年4月15日 6名 ・5月20日 4名 ・6月10日 5名 ・6月24日 4名

・7月15日 3名 ・8月12日 3名 ・8月26日 3名 ・9月16日 4名

②市町文化祭において年金相談会の実施

・11月の「ねんきん月間」に併せて、東温市の文化祭で出張年金相談及び国民年金

保険料 の納付相談会を実施する。

令和3年度の文化祭は、外部団体の参加不可の連絡あり。

③大規模商業施設での年金相談会の実施

・11月30日「ねんきんの日」に併せて、松山市駅前地下街（まつちかタウン）において

松山西年金事務所と合同で臨時出張年金相談会及び国民年金保険料の納付相談会を

実施するとともに制度改正や予約相談・ねんきんネットのチラシを配布する。

新型コロナウィルスの影響により、実施許可が未定のため、実施は未定。

・いよてつ髙島屋の特設会場において、他の行政機関と合同の「行政なんでも相談所」で

年金相談を実施する。

令和3年10月8日実施予定

新型コロナウィル

スの影響
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２．令和３年度の事業取組状況

各事業の取組計画及び取組結果（R３年４月～R３年９月）

事業名 事業計画及び実施した事項 実施できなかった原因
課題・次年度に

向けた改善点

地域相談事業

松山西

地域連携事業（年金制度説明会）と併せて、出張年金相談等を実施する。

（新型コロナウィルス感染防止対策として、実施できる事業は環境整備を行い、非
対面式（オンライン開催、文書開催等）での実施に向けての取組を進める。）

①市町における出張年金相談の実施
大洲市総合福祉センター及び内子町商工会議所にて出張年金相談所を開設する。

大洲福祉センター

・令和3年4月8日、23日 33名 ・5月13日、27日 26名 ・6月3日、17日 21名

・7月8日、29日 25名 ・8月 5日、19日 24名 ・9月2日、30日 27名

内子町商工会議所

・令和3年4月15日 12名 ・5月20日 9名 ・6月10日、24日 17名

・7月15日 8名 ・8月12日、26日 14名 ・9月16日 10名

②市町文化祭において年金相談会の実施
11月のねんきん月間に併せて、「大洲市民のつどい」にて年金相談会を実施する。

新型コロナウイルスの影響により、実施できるか未定。

③大規模商業施設での年金相談会の実施
・11月30日「ねんきんの日」に、松山市駅前地下街（まつちかタウン）において臨時出張

年金相談会を実施する。（予約相談・ねんきんネットのチラシを配布する。）

新型コロナウイルスの影響により、実施許可が未定のため、実施は未定。
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２．令和３年度の事業取組状況

各事業の取組計画及び取組結果（R３年４月～R３年９月）

事業名 事業計画及び実施した事項 実施できなかった原因
課題・次年度に

向けた改善点

地域相談事業

新居浜

地域連携事業（年金制度説明会）と併せて、出張年金相談等を実施する。

（新型コロナウィルス感染防止対策として、実施できる事業は環境整備を行い、非
対面式（オンライン開催、文書開催等）での実施に向けての取組を進める。）

①四国中央市において出張年金相談会を実施
川之江文化センターで年金相談会を開催。（１ヶ月に２回）

・令和3年4月9日、23日 34名 ・5月14日、28日 35名 ・6月11日、25日 33名

・7月2日、16日 38名 ・8月13日、27日 35名 ・9月10日、24日 30名

②１１月のねんきん月間に併せて、納付相談会を実施する。

新型コロナウィルスの状況により、実施を検討する予定。
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２．令和３年度の事業取組状況

各事業の取組計画及び取組結果（R３年４月～R３年９月）

事業名 事業計画及び実施した事項 実施できなかった原因
課題・次年度に

向けた改善点

地域相談事業

今治

地域連携事業（年金制度説明会）と併せて、出張年金相談等を実施する。

（新型コロナウィルス感染防止対策として、実施できる事業は環境整備を行い、非
対面式（オンライン開催、文書開催等）での実施に向けての取組を進める。）

①地域に対する年金制度の周知を行うため、地域型年金委員を活用し、年金制

度説明会 の開催、年金制度の関するチラシ・ポスター等の配付、掲示板への

ポスターの掲示による周知活動を実施する。

11月の「ねんきん月間」に併せて、地域型年金委員に対して、チラシ・ポスターを送付し、

ポスター等の掲示を依頼する予定。

11月30日「ねんきんの日」に併せて、大規模商業施設（フジグラン今治）において出張

年金相談会及び国民年金保険料の納付相談会を実施するとともに予約相談・ねんきん

ネットのチラシを配布する予定。

②愛媛県年金受給者協会今治支部大会において、今治支部会員に年金制度

説明会を実施することにより、年金制度に対する理解を深めさせる。

愛媛県年金受給者協会今治支部より連絡があり、新型コロナウイルスの感染状況を

鑑み、令和３年度については中止することになった。

新型コロナウイル

スの影響

非対面方式（オンラ

イン開催）の環境整

備
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２．令和３年度の事業取組状況

各事業の取組計画及び取組結果（R３年４月～R３年９月）

事業名 事業計画及び実施した事項 実施できなかった原因
課題・次年度に

向けた改善点

地域相談事業

宇和島

地域連携事業（年金制度説明会）と併せて、出張年金相談等を実施する。

（新型コロナウィルス感染防止対策として、実施できる事業は環境整備を行い、非
対面式（オンライン開催、文書開催等）での実施に向けての取組を進める。）

①市町における出張年金相談の実施

毎月、八幡浜商工会議所、愛南町商工会で出張年金相談所を開設する。

八幡浜商工会議所

・令和3年4月9日、27日 21名 ・5月14日、28日 19名 ・6月11日、25日 20名

・7月9日、30日 20名 ・8月 6日、27日 21名 ・9月 3日、30日 11名

愛南町商工会 城辺支所

・令和3年4月16日 3名 ・5月21日 4名 ・6月18日 3名 ・7月16日 4名

・8月20日 4名 ・9月17日 2名

②大規模商業施設での年金相談所の開設

11月の「ねんきん月間」中に、フジグラン北宇和島店で出張年金相談を実施する。

新型コロナウィルスの状況により、実施を検討する予定。
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２．令和３年度の事業取組状況

各事業の取組計画及び取組結果（R３年４月～R３年９月）

事業名 事業計画及び実施した事項 実施できなかった原因
課題・次年度に

向けた改善点

年金委員活動

支援事業

松山東（１/２）

年金委員が行う、厚生年金適用事業所の事業主、被保険者及び地域住民等に対
する年金制度の説明、相談、チラシ配布等の活動にかかる情報提供等の支援を実
施する。
（新型コロナウィルス感染防止対策として、実施できる事業は環境整備を行い、非
対面式（オンライン開催、文書開催等）での実施を進める。）

①地域型年金委員への情報提供

「地域型年金委員連絡会」を開催し、制度説明等の資料の配布による情報提供を

実施する。

・対面による連絡会は開催できなかった。

令和3年度下期には、資料送付による書面開催を実施予定。

市町で行われる文化祭等において、制度説明等の周知・啓発活動の協力を依頼する。

・東温市の文化祭への出店不可の連絡あり、協力依頼していない。

情報誌「みつばち通信」を配布する。（毎月）

（発行済日）・令和3年4月15日 ・5月17日 ・6月15日 ・7月15日 ・8月16日 ・9月15日

②職域型年金委員への情報提供

協会けんぽとの共催で研修会を開催し、制度説明等の研修及び資料の配布による

情報提供を実施する。

・令和3年9月実施予定だったが、令和3年12月以降に延期。

情報誌「ハナミズキ通信」を配布する。（３ヵ月に１回）

（発行済日）・令和3年4月15日 ・7月15日

新型コロナウィル

スの影響

新型コロナウィル

スの影響

新型コロナウィル

スの影響
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２．令和３年度の事業取組状況

各事業の取組計画及び取組結果（R３年４月～R３年９月）

事業名 事業計画及び実施した事項 実施できなかった原因
課題・次年度に

向けた改善点

年金委員活動

支援事業

松山東（２/２）

①及び②

新型コロナウィルス感染拡大の影響に伴う臨時的措置「厚生年金保険料の猶予制度」
「国民年金の免除申請」等にかかる周知・啓発活動を積極的に実施する。

・「みつばち通信」「ハナミズキ通信」を送付する際に、チラシ・リーフレットを同封し情報

提供を行った。

11月の 「ねんきん月間」に併せて、協会けんぽとの共催で県内5年金事務所合同の

研修会及び年金委員活動功労者への表彰式を実施する。

松山東年金事務所より、職域型年金委員5名が受賞予定。

（ 理事長表彰 2名 理事表彰 3名）

令和3年 11月16日実施予定 （会場：松山市総合コミュニティセンター）

※新型コロナウィルスの影響により、無観客で行い研修会は実施しない。

③年金委員の委嘱数拡大の取組を実施する

・令和3年6月3日 201社に対し、被保険者10人以上の年金委員の委嘱のない事業所に

対して、文書送付により委嘱勧奨を行った。（5名委嘱）

新規適用事業所説明会において、年金委員委嘱拡大の取組を実施する。(隔月)

新型コロナウィルスの影響により令和2年度に引き続き実施できなかった。

・令和3年5月7日 21社 ・7月7日 36社 ・7月20日 15社 ・9月27日 35社

新規適用事業所説明会は実施していないため、届出のあった事業所に対しては職域型

年金委員の委嘱勧奨チラシの送付により委嘱勧奨を実施している。

新型コロナウィル

スの影響
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２．令和３年度の事業取組状況

各事業の取組計画及び取組結果（R３年４月～R３年９月）

事業名 事業計画及び実施した事項 実施できなかった原因
課題・次年度に

向けた改善点

年金委員活動

支援事業

松山西

年金委員が行う、厚生年金適用事業所の事業主、被保険者及び地域住民等に対
する年金制度の説明、相談、チラシ配布等の活動にかかる情報提供等の支援を実
施する。
（新型コロナウィルス感染防止対策として、実施できる事業は環境整備を行い、
非対面式（オンライン開催、文書開催等）での実施を進める。）

①地域型年金委員への情報提供
管内の地域型年金委員に対し、年金事務所において地域型年金委員連絡会を開催し、

制度説明等の資料の配布による情報提供を実施する。

・対面による連絡会は開催できなかった。

令和3年度下期には、資料送付による書面開催を実施する予定。

「みつばち通信」を配布する。（毎月）

（発行済日）・令和3年4月15日 ・5月17日 ・6月15日 ・7月15日 ・8月16日 ・9月15日

②職域型年金委員への情報提供
11月の「ねんきん月間」に併せて、協会けんぽとの共催で県内５年金事務所合同の研修

会及び年金委員活動功労者への表彰式を実施する。

・令和3年11月16日に実施予定。（無観客）（研修会同時開催はしない）

松山西年金事務所より職域型年金委員 3名受賞予定。

（理事長表彰 2名 理事表彰 1名）

・令和3年4月15日、7月15日に情報誌「ハナミズキ通信」を職域型年金委員あて送付。

管内の職域型年金委員に対し、協会けんぽとの共催で研修会を実施し、制度説明等の

研修及び資料の配布による情報提供を実施する。（令和4年2月開催予定）

開催できるかどうか流動的。

新型コロナウィル

スの影響

新型コロナウィル

スの影響

新型コロナウィル

スの影響
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２．令和３年度の事業取組状況

各事業の取組計画及び取組結果（R３年４月～R３年９月）

事業名 事業計画及び実施した事項 実施できなかった原因
課題・次年度に

向けた改善点

年金委員活動

支援事業

新居浜（1/2）

年金委員が行う、厚生年金適用事業所の事業主、被保険者及び地域住民等に対
する年金制度の説明、相談、チラシ配布等の活動にかかる情報提供等の支援を実
施する。
（新型コロナウィルス感染防止対策として、実施できる事業は環境整備を行い、非
対面式（オンライン開催、文書開催等）での実施を進める。）

①地域型年金委員への情報提供
管内の地域型年金委員に対し、年金事務所において地域型年金委員連絡会を開催し、

制度説明等の資料の配布による情報提供を実施する。

・令和3年4月～9月は地域型年金委員連絡会は新型コロナウィルス感染 防止のため中止。
令和３年度下期に、資料送付による書面開催実施予定。

「みつばち通信」を配布する。（毎月）

（発行済日）・令和3年4月15日 ・5月17日 ・6月15日 ・7月15日 ・8月16日 ・9月15日

②職域型年金委員への情報提供
管内の職域型年金委員に対し、協会けんぽとの共催で研修会を実施し、 制度説明等の

研修及び資料の配布による情報提供を実施する。

・9月実施予定が新型コロナウィルス感染防止のため令和3年12月以降に延期。

・職域型年金委員向け情報誌「ハナミズキ通信」を送付。

（発行済日）・令和3年4月15日 ・令和3年7月15日

新型コロナウィルス

の影響
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２．令和３年度の事業取組状況

各事業の取組計画及び取組結果（R３年４月～R３年９月）

事業名 事業計画及び実施した事項 実施できなかった原因
課題・次年度に

向けた改善点

年金委員活動

支援事業

新居浜（2/2）

①と②
11月の「ねんきん月間」に併せて、協会けんぽとの共催で県内５年金事務所合同の研修
会及び年金委員活動功労者への表彰式を実施する。

11月16日に実施予定だが、新型コロナウイルスによる感染拡大防止のため、研修会は
中止し、表彰式のみ実施する。新居浜年金事務所より職域型年金委員 4名受賞予定。

（大臣表彰 1名 理事長表彰 1名 理事表彰 2名）

③年金委員の委嘱数拡大の取組を実施する。

・令和3年6月29日 既に年金委員（1名）が委嘱されている事業所（被保険者数30人
以上）に複数名の委嘱について文書送付により委嘱勧奨を行った。
（27件送付→6件推薦状の提出あり。）

・令和3年7月2日 年金委員の委嘱のない事業所（被保険者数6名～9名）649社に
対し、文書送付により委嘱勧奨を行った。
（649件送付→17件推薦状の提出あり。）
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２．令和３年度の事業取組状況

各事業の取組計画及び取組結果（R３年４月～R３年９月）

事業名 事業計画及び実施した事項 実施できなかった原因 課題・次年度に

向けた改善点

年金委員活動

支援事業

今治

年金委員が行う、厚生年金適用事業所の事業主、被保険者及び地域住民等に対
する年金制度の説明、相談、チラシ配布等の活動にかかる情報提供等の支援を実
施する。
（新型コロナウィルス感染防止対策として、実施できる事業は環境整備を行い、
非対面式（オンライン開催、文書開催等）での実施を進める。）

①地域型年金委員への情報提供

・対面による連絡会は開催できなかった。

情報誌「みつばち通信」を配布する。（毎月）

（発行済日）・令和3年4月15日 ・5月17日 ・6月15日 ・7月15日 ・8月16日 ・9月15日

②職域型年金委員への情報提供

管内の職域型年金委員に対し、協会けんぽとの共催で研修会を実施し、制度説明等の

研修及び資料の配布による情報提供を実施する。

・令和３年９月実施予定の研修会については、新型コロナウイルス感染症のため延期。

開催の可否については、新型コロナウイルス感染症の感染状況を見ながら、後日判断

する予定。

①及び②

１１月の「ねんきん月間」に併せて、協会けんぽとの共催で県内５年金事務所合同の

研修会及び年金委員活動功労者への表彰式を実施する。

今治年金事務所管内では、職域型年金委員３名 （理事表彰 3名）が受賞予定。

表彰式は、11月16日 （会場：松山市総合コミュニティセンター）で行うが、研修会につい

ては、新型コロナウイルス感染症のため中止、無観客での実施となる予定。

新型コロナウィルス

の影響

新型コロナウィルス

の影響

新型コロナウイルス

感染症の影響
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２．令和３年度の事業取組状況

各事業の取組計画及び取組結果（R３年４月～R３年９月）

事業名 事業計画及び実施した事項 実施できなかった原因
課題・次年度に

向けた改善点

年金委員活動

支援事業

宇和島（１/２）

年金委員が行う、厚生年金適用事業所の事業主、被保険者及び地域住民等に対
する年金制度の説明、相談、チラシ配布等の活動にかかる情報提供等の支援を実
施する。

（新型コロナウィルス感染防止対策として、実施できる事業は環境整備を行い、非

対面式（オンライン開催、文書開催等）での実施を進める。）

①地域型年金委員への情報提供

「地域型年金委員連絡会」を開催し、制度説明等の資料の配布による情報提供を実施

する。

・対面による連絡会は開催できなかった。

・令和３年度下期には、資料送付による書面開催を実施予定。

情報誌「みつばち通信」を配布する。（毎月）

（発行済日）・令和3年4月15日 ・5月17日 ・6月15日 ・7月15日 ・8月16日 ・9月15日

②職域型年金委員への情報提供

協会けんぽとの共催で研修会を開催し、制度説明等の研修及び資料の配布による情報

提供を実施する。（令和4年2月開催予定）

情報誌「ハナミズキ通信」を配布する。
（発行済日）・令和３年４月１５日 ・７月１５日

新型コロナウィルス

の影響
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２．令和３年度の事業取組状況

各事業の取組計画及び取組結果（R３年４月～R３年９月）

事業名 事業計画及び実施した事項 実施できなかった原因
課題・次年度に

向けた改善点

年金委員活動

支援事業

宇和島（２/２）

①及び②
新型コロナウィルス感染拡大の影響に伴う臨時的措置「厚生年金保険料の猶予制度」

「国民年金の免除申請」等にかかる周知・啓発活動を積極的に実施する。

・「みつばち通信」「ハナミズキ通信」を送付する際に、チラシ・リーフレットを同封し

情報提供を行った。

11月の 「ねんきん月間」に併せて、協会けんぽとの共催で県内5年金事務所合同の

研修会及び年金委員活動功労者への表彰式を実施する。

宇和島年金事務所より、職域型年金委員2名が受賞予定。

（理事表彰 2名）

令和3年 11月16日実施予定（会場：松山市総合コミュニティセンター）

※新型コロナウィルスの影響により、無観客で行い研修会は実施しない。

③年金委員の委嘱数拡大の取組を実施する。

新規適用事業所説明会（隔月）で、出席事業所へ職域型年金委員の委嘱勧奨を行う。

被保険者5人以上の年金委員の委嘱のない事業所に対して、文書送付により委嘱勧奨

を行う。

令和3年4月～9月は新型コロナウィルスの影響で新規適用事業所説明会が開催できず

委嘱勧奨を行えなかった。
新型コロナウィルス

の影響

非対面方式（オンラ

イン開催）の環境整

備
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２．令和３年度の事業取組状況

各事業の取組計画及び取組結果（R３年４月～R３年９月）

事業名 事業計画及び実施した事項 実施できなかった原因
課題・次年度に

向けた改善点

地域年金

推進員

委嘱事業

松山東

次世代を担う若い世代に対して、公的年金制度の仕組みや基本理念について、

正しい理解の普及を推進するため、教職員ＯＢを「地域年金推進員」として委嘱
し、年金セミナー等の活動を実施する。

①委嘱した地域年金推進員は、大学・専門学校・高校等を対象に、開催に
向けてのアプローチや年金セミナーの講師を行う。

・対面式年金セミナーの場合は「地域年金推進員」が講師を行った。

※令和3年度下期の非対面式年金セミナーに向け、オンラインプレゼンテーション

研修を受講する等、準備を進めている。
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２．令和３年度の事業取組状況

各事業の取組計画及び取組結果（R３年４月～R３年９月）

事業名 実施した事項 実施できなかった事項
課題・次年度に

向けた改善点

地域年金

推進員

委嘱事業

宇和島

次世代を担う若い世代に対して、公的年金制度の仕組みや基本理念について、
正しい理解の普及を推進するため、教職員ＯＢを「地域年金推進員」として委嘱し、
年金セミナー等の活動を実施する。

①教育委員会等への協力要請による委嘱拡大

令和３年度について、従前より地域年金推進員を委嘱していただいた方が委嘱継続を

希望されなかったため、管内15高等学校への年金セミナー開催アプローチについては

年金事務所職員で行うこととなった。
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３．これまでの会議で出された意見及び課題への対応（1/9）

番号 日付 意見・課題事項 対応状況 備考

１

平成２７年

３月１７日

第２回

運営調整会議

横本委員

大学にもっとアプローチをする必要があるのでは

ないでしょうか。愛媛大学で実施した実績報告があ

りましたが、大学は他にありますので、卒業前に実

施することも効果的であると考えております。

【報告済】（平成２７年６月２４日）

厚生労働省四国厚生支局から大学に対してアンケート

を実施いただいています。その結果を提供いただく予定

となってなっていますので、参考としてアプローチしました。

2

平成２７年

３月１７日

第２回

運営調整会議

矢野委員

平成２７年度の計画をみてみますと、１０月からが
中心となっています。学校が年金セミナーを実施し
やすいのは中間・期末試験が終わった後の時期。
早い段階から働きかけていただきたい。

【報告済】（平成２７年６月２４日）
年度の早期アンケートを実施し、学校の希望時期を
確認し対応します。（平成２７年度は５月に実施）

3

平成２７年

３月１７日

第２回

運営調整会議

丹下委員

年間カリキュラムの設定があるので、年度の授業

計画を設定する前に組み入れることは可能だと思

いますので、早期にご提案いただいて調整を行って

いただくことは大切です。途中で入れることは難し

いので、ご検討を頂きたい。

【報告済】（平成２７年３月２３日）

年間カリキュラムへの取組みでは、愛媛大学において

平成２８年度に４講座（平成２７年度は１講座）の実施を

調整しました。

高校等に関しても、調整を継続しています。

4

平成２７年

３月１７日

第２回

運営調整会議

和田委員

学生の年金に対する知識が低く、関心がないこと

について、対策として年金制度の説明を必ず行い、

「学生には何かやらせる」とか「企業に対してこうし

なさい」など国に要望はできないでしょうか。

そのような要望を国に出すべきではないでしょうか。

【報告済】（平成２７年６月２４日）

大変貴重なご意見をありがとうございます。

ご意見については、引き続き検討していきます。
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３．これまでの会議で出された意見及び課題への対応（2/9）

番号 日付 意見・課題事項 対応状況 備考

5

平成２７年

３月１７日

第２回

運営調整会議

丹下委員

「各事業所の年金制度説明会」は各事業所に行っ

て、ニーズ・問題を把握するワンクッションが必要。

どのようなニーズがあってどうすればマッチングで

きるかの検討を行い、また体制が取れるかどうか

の検討も必要ではないでしょうか。

【報告済】（平成２７年６月２４日）

事業所からのニーズにあった説明会の実施に努めます。

6

平成２８年

３月２３日

第２回

運営調整会議

井原委員

ハローワークの説明会での制度説明・免除案内
については、効果的と思われるので積極的に取組
んでは如何か。

【報告済】（平成２８年７月１３日）

ハローワークの説明会での制度説明・免除案内につい
ては、積極的に取組んでいきます。

7

平成２８年

３月２３日

第２回

運営調整会議

横本委員

資格喪失後の未加入・未納対策として、保険制度

と連携しては如何か。

【報告済】（平成２８年７月１３日）

ハローワークの説明会での制度説明について、自治体

国保係と連携して実施している事業所もあり、そのような

取組みを広げていきます。

8

平成２８年

３月２３日

第２回

運営調整会議

石丸委員

ハローワークの説明会での取組みを工夫しては。

【報告済】（平成２８年７月１３日）

ハローワークの説明会での制度説明・免除案内を充実

させ、積極的に取組んでいきます。
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３．これまでの会議で出された意見及び課題への対応（3/9）

番号 日付 意見・課題事項 対応状況 備考

9

平成２8年

7月１3日

第1回

運営調整会議

丹下委員

社会保障教育として、年金だけではなく健康保険

も含めて、コラボしたような教育をしないと良く分か

らないので、関連団体と協力して効率よく進めたほ

うがよいのではないか。

【報告済】（平成２９年３月１４日）

関連団体と協力して、効果的な説明会を開催していきま

す。（平成２８年度は、大学でのセミナーにおいて３回共

催しました）

10

平成２８年

７月１３日

第１回

運営調整会議

横本委員
中学生に対する年金セミナーを実施しては如何か。

【報告済】（平成２９年３月１４日）
地域年金展開事業ガイドラインに沿って進めていきます。

11

平成２９年

３月１４日

第２回

運営調整会議

丹下委員

学生の無年金問題について、２０歳時点で大学等

で納付特例を含めて、ワンストップでの手続きを完

了するというような工夫はされているのか。

【報告済】（平成２９年３月１４日）

納付相談会を開催して、加入・学生納付特例制度を含

めて説明をして、届書を持って帰るという取組みはしてお

ります。

12

平成２９年

３月１４日

第２回

運営調整会議

鳥越委員

研修会等に参加できなかった年金委員さんに、後

日、情報提供として資料等の送付はしているのか。

【報告済】（平成３０年２月２０日）

出席予定の年金委員さんが当日欠席になった場合や、

欠席のため資料を送付してほしいとの連絡があった年金

委員さんには、後日送付をしています。
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３．これまでの会議で出された意見及び課題への対応（4/9）

番号 日付 意見・課題事項 対応状況 備考

13

平成２９年

7月１８日

第1回

運営調整会議

丹下委員

地域年金推進員の設置で、松山地区は１人欠員と

いうことで、何か検討されているのか。

【報告済】平成３０年６月２１日）(平成３１年２月１９日）
県教育委員会へ出向き、「地域年金推進員」の委嘱に

向け、協力を依頼しました。

現在、回答待ちの状況です。

【報告済】（平成３１年２月１９日）

県教育委員会高校教育課教職員係より紹介をしていた

だき、９月１日付で委嘱することができました。

14

平成２９年

７月１８日

第１回

運営調整会議

横本委員

地域相談事業に関して企業や経営者の集まりな
どで、年金の説明・周知啓発の取組みを全くしてい
ないのでは。

【報告済】（平成３０年６月２１日）

事業所からの依頼により、年金制度説明会を開催して
おりますが、引き続き取組みを強化していきます。

15

平成２９年

７月１８日

第１回

運営調整会議

中村委員

年金委員の活動で、愛媛県の８０人の地域型年金

委員に対して、単なる情報提供よりも、もう少し一歩

踏み込んだ研修会を実施されるとかいう工夫をした

らどうか。

【報告済】（平成２９年７月１８日）

情報誌を送付するだけでしたが、管轄の地域型年金委

員に対して、期間短縮の話しを含め情報交換・情報提供

を行うということで、意見交換会・連絡会を各拠点とも１回

は実施したところです。

16

平成２９年

７月１８日

第１回

運営調整会議

丹下委員

期間短縮の関係での広報は、積極的に考えてい

るのですか。

【報告済】（平成２９年７月１８日）

県の記者クラブに６月２２日付で投げ込みをし、７月のす

べての土曜日において、一部の年金事務所（愛媛は松山

東年金事務所）が開所しまして、予約による土曜日相談

を実施するという広報を行っております。
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３．これまでの会議で出された意見及び課題への対応（5/9）

番号 日付 意見・課題事項 対応状況
備

考

17

平成３０年

２月２０日

第２回

運営調整会議

丹下委員

項番１４に対して、労働組合や労働者福祉協議会

等に相談をされたりすると、違った地域事業展開が

できるのではないか。

できる範囲でお願いしたい。

【報告済】（平成３０年６月２１日）

項番１４と同答。

今後の取組みとして参考にさせていただきます。

18

平成３０年

２月２０日

第２回

運営調整会議

中村委員

各事業の実施報告の内容を受けても、計画どおり
実施できたのか、取組みが十分にできたのか、不
十分なのか、非常に分かりにくい。前年度の実績や
計画目標といったものを一覧として掲載をする等の
工夫をお願いしたい。

【報告済】（平成３０年６月２１日）

「平成３０年度地域年金展開事業ガイドライン」に、会議資
料の標準化に向け共通フォーマットが示されたところです。
それに沿って、今年度より事業計画は各年金事務所ごとに
取組内容・具体的な活動（目標数値・内容）を記載しておりま
す。

なお、平成２９年度実施計画については、今までのフォー
マットでの資料になりますが、次回の会議（中間報告）より共
通フォーマットでの報告に変更させていただきます。

19

平成３０年

６月２１日

第１回

運営調整会議

鳥越委員

地域型年金委員さんが高齢化していて減ってきて
いるのではと考えられます。今の現状はどうなのか、
また少しでも年金制度を知っている過去の職員の
方の活用をどのように考えているのか。

【報告済】（平成３０年６月２１日）

地域型年金委員は、市町村・年金事務所長・年金受給者
協会からの推薦が可能です。

愛媛県については、平成３０年３月時点の地域型年金委
員数が７８名です。任期が３年ごとの更新となっており、年齢
の関係等で３年おきに大きく減少する傾向があり、その際に
新規の委嘱ができてない状況です。

年金委員としての役割や活動内容をしっかり整理し、掲示
をしたうえで拡大を図っていく必要があるということで検討を
進めております。
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３．これまでの会議で出された意見及び課題への対応（6/9）

番号 日付 意見・課題事項 対応状況 備考

20

平成３０年

６月２１日

第1回

運営調整会議

高須委員

年金委員の人数が減って、年金制度を皆さんに

知ってもらえなくなるという危機感があるので、情報

をどんどん出していただきたいと思います。

【報告済】（平成３０年６月２１日）

今年度のガイドラインの中に、年金委員の年間活動計

画表（年間カレンダー）も掲示されておりますので、これを

基に今後取組んでいきたいと思います。

21

平成３１年

２月１９日

第２回

運営調整会議

中村委員

年金相談予約率推移表ですが、例えば年齢階層
別・相談事由別の予約率を分析することによって、
予約相談をお願いする期間を集中させることができ
るのではないか。

【報告済】（平成３１年２月１９日）

予約相談の年齢階層別・相談事由別の分析について
は、できていない状況です。少し時間がかかろうかと思い
ますが、今後の予約率の向上に向けて対策のひとつとし
て承りたいと思います。

22

令和元年

７月１９日

第１回

運営調整会議

青野委員

地域型年金委員連絡会を各年金事務所で行われ

ていますが、具体的にどのような内容か教えていた

だけますか。

【報告済】（令和元年７月１９日）

地域年金展開事業ガイドラインの中で、地域型年金委

員連絡会を定期的に実施するという項目がありまして、

昨年度から実施している事業になります。具体的には、

制度の改正のご案内や新しい事業についてのご説明をさ

せていただております。

23

令和元年

７月１９日

第１回

運営調整会議

竹政委員

地域型・職域型年金委員の方々が、各管内に何

名おられるのですか。

【報告済】（令和２年２月１８日）

地域型年金委員数は、松山東34名、松山西10名、新居

浜10名、今治9名、宇和島8名、合計71名委嘱されており

ます。また職域型年金委員数は、松山東407名、松山西

701名、新居浜570名、今治446名、宇和島372名、合計

2,496名委嘱されております。（令和２年２月１日現在）
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３．これまでの会議で出された意見及び課題への対応（7/9）

番号 日付 意見・課題事項 対応状況 備考

24

令和２年

２月１８日

第２回

運営調整会議

中村委員

松山大学大学祭、愛媛大学学生祭で実施した国

民年金アンケートクイズについて、年金制度の理解

度を図るうえで、回答率を知りたい。

【報告済】（令和３年３月１日）

２つの大学祭に来訪されていた合計で247名の方（18歳

以下：9％ 19歳：8％ 20歳：7％ 21歳～29歳：20％ 30

歳～39歳：13％ 40歳以上：43％）に制度周知用リーフ

レットで説明しながら回答していただいたため、問１～５

のすべてで、９７％以上の正答率になっています。

25

令和２年

２月１８日

第２回

運営調整会議

中村委員

会議資料の中の「実施できなかった事項」「課題・

次年度に向けた改善点」について、しっかり記載し

ていただきたい。

【報告済】（令和３年３月１日）

今回の会議より、実施できなかった事項に対する次年

度への改善点につきましては、必ず、ご報告させていた

だきます。

26

令和２年

２月１８日

第２回

運営調整会議

中村委員

報告方法について、各年金事務所からすべての取

組を説明するのではなく、注目すべき取組を報告し

ていただき、分かりやすいかたちにしていただきた

い。

【報告済】（令和３年３月１日）

新型コロナウィルスの影響により、参集ができない状況

となり、現在、オンラインによるビジネスモデルも準備中で

す。今後、参集での開催が可能となりましたら、愛媛県下

全体の行事予定等が一目でわかる一覧表で、ポイントを

絞って報告を行い、委員の皆様からのご意見をいただく

時間を作っていきます。
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３．これまでの会議で出された意見及び課題への対応（8/9）

番号 日付 意見・課題事項 対応状況 備考

27

令和３年

３月第１回

運営調整会議

（書面）

佐藤委員長

●年金セミナーのアンケート調査に関連しての意
見になります。

アンケート調査は調査対象の範囲が広く、また、回
答者数が相当数になるため、かなり手間がかかっ
たことと思います。アンケート調査の規模に比べて、
報告が基本集計のみのため、年金事務所での有効
活用、回答者への還元という点でもったいない感じ
がします。

下記のような利用はされているのでしょうか。すで
にされているのであれば情報提供をお願いします。
まだであれば、やってみられることをお勧めします。

１．属性別（学校種、地域、性、年齢）の特徴・違い
を調べる。

２．１を使って、次回の年金セミナーの課題を抽出
する。

【報告済】（令和３年４月１９日）

●頂いたご意見１．２．につきましては、集計方法が全国
共通で定められておりますが、非常に有益な方法ですの
で、機構本部へ情報提供の上、クロス集計や複数回答の
表示方法等検討してまいります。
（参考）
年金セミナー実施後のアンケートの集計時には、（セミ
ナーを受けてのご意見・ご感想）について取りまとめを行
い、実施していただいた学校に送付しております。（参考
としまして、直近の実施校分を回答書P3～P15に掲載し
ております。）
あわせて、年金事務所職員、地域年金推進員がアン
ケート内容（意見、感想欄）を1枚づつ確認のうえ協議を
行い、次回の年金セミナーが個々の学校に合った説明に
なるよう内容を調整しています。
意見、感想等につきましては資料が膨大なため、愛媛
県地域年金事業運営調整会議の資料として報告しており
ません。

28

令和３年

３月第１回

運営調整会議

（書面）

福原委員
●年金セミナーのアンケート集計結果についてです
が、「詳しく説明して欲しい内容」として、対象が生徒、
学生ということで「年金の破綻」や「保険料免除制
度」に関心があるのは十分理解できますが、令和元
年度の新居浜年金事務所の集計で「世代と世代の
支えあい」の比率が高いことに興味を覚えました。も
ちろん重要なテーマですが、講師を務める地域年金
推進員の方の話のポイントの置き方も影響するの
でしょうか。

【報告済】（令和３年４月１９日）

●年金セミナーの資料は５年金事務所ともほぼ同一な資
料をもとに講義を実施しており、個々の学校により多少、
説明する深さを変更しております。
新居浜年金事務所の集計誤りにより「世代と世代の支
え合い」の比率が高くなっており、申し訳ございませんで
した。（修正したものを回答書P17～P23に掲載しておりま
すので、ご確認をお願いします。）実際には他の４年金事
務所と同様に、生徒の皆さんの次回にもっと説明して欲し
い内容は「年金の破綻」と「保険料免除制度」になってお
ります。
今後も生徒の皆さんの意見・感想を確認して、次回の年
金セミナーが個々の学校に合った説明になるよう内容を
調整しています。
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３．これまでの会議で出された意見及び課題への対応（9/9）

番号 日付 意見・課題事項 対応状況 備考

29

令和３年

３月第１回

運営調整会議

（書面）

高田委員

●愛媛県内高等学校年金セミナー実施状況表に
ついて、宇和島事務所での実施が多く、松山東年
金事務所の実施が少ないのは、どうしてでしょうか。

福原委員

●愛媛県内高等学校年金セミナー実施状況表を
見ると、地域によって実施に大きな差があり、特に
松山地域が顕著に少ないです。実施に関する「差」
の理由は個々の学校側の都合なのでしょうか。

【報告済】（令和３年４月１９日）

●宇和島年金事務所では平成27年より地域年金推進員
（元高等学校の教頭先生）が委嘱され、松山西年金事務
所も平成26年まで地域年金推進員（元高等学校の校長
先生）が委嘱されていたため、管内では、地域年金推進
員のお口添えにより、ほとんどの高等学校が年金セミ
ナーを実施していただける状況となっています。
松山東年金事務所においても、毎年、管内すべての高
等学校へ実施依頼の文書を送付し、電話や訪問により実
施のお願いをすることにより、実施校が少しづつ増えてき
ている状況ですが、実施していただけない高等学校から
は「課外授業の時間数が決まっており、総務省の詐欺商
法の授業や税務署の税金の授業で埋まっている。」とい
う理由で断られることが多くなっています。
一度、年金セミナーを実施していただくと、その意義を
理解してもらえ、翌年以降も実施いただけていますので、
今後も引き続き、アプローチを繰り返していきます。
令和３年10月（目途）より、年金セミナーのオンライン開
催が可能となることも予定されていますので、その点も積
極的にPRを行い、実施校が増加するよう取り組んでいき
ます。

30

令和３年

３月第１回

運営調整会議

（書面）

福原委員
●職域型年金委員への情報提供ツール「ハナミズ
キ通信」が創刊され送付されています。A４版4ペー
ジ仕様で文字も少し大きめですので、情報量は限ら
れてくると思いますが、委員間の横の繋がりはほと
んど無いと思いますので、「月刊社会保険」や「社会
保険えひめ」と補完し合いながら情報提供を続けて
いただければと思います。

【報告済】（令和３年４月１９日）

●職域型年金委員向け情報誌「ハナミズキ通信」につい
ては四国地域独自の取組として令和2年11月に創刊され
ました。今後は年4回のペースで発行していきます。
内容についてはまだまだ十分なものではありませんが、
年金委員の皆様がお勤め先で年金制度の周知や各種手
続きの助言・相談が円滑に実施できるよう適時適切な情
報を提供できるよう努めてまいりますので、お気付きの点
がございましたらお知らせ願います。
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